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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 16,979 6.5 1,068 19.7 1,152 19.7 793 23.6

29年3月期第2四半期 15,942 △3.3 892 14.2 962 17.1 641 22.0

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　1,116百万円 （73.4％） 29年3月期第2四半期　　644百万円 （61.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 102.98 ―

29年3月期第2四半期 83.31 ―

（注）当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 38,581 19,798 51.1 2,560.67

29年3月期 37,836 18,874 49.7 2,441.51

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 19,728百万円 29年3月期 18,810百万円

（注）当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定して、「１株当たり純資産」を算定しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00

30年3月期 ― 2.50

30年3月期（予想） ― 25.00 ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成３０年３月期（予想）の1株当たり期末配当金について
は、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成３０年３月期（予想）の1
株当たり期末配当金は２．５円となり、１株当たり年間配当金は５円となります。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご
覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 4.5 1,600 2.2 1,700 △2.5 1,100 △2.7 142.78

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成３０年３月期の連結業績予想における1株当たり当期純
利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 7,740,000 株 29年3月期 7,740,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 35,653 株 29年3月期 35,573 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 7,704,404 株 29年3月期2Q 7,704,722 株

　当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと
仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数
値と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、Ｐ．４をご参照ください。

２．株式併合後の業績予想及び配当について

　当社は、平成２９年６月２８日開催の第１０６回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成２９年１０月１日を効力発生日として、普通株式１
０株につき１株の割合で株式併合を行っております。

　なお、株式併合考慮前に換算した平成３０年３月期の連結業績予想、配当予想は以下のとおりとなります。

　・平成３０年３月期の連結業績予想（１株当たり当期純利益）：１４．２８円

　・平成３０年３月期の配当予想：第２四半期末　２．５円（注１）、期末　２．５円（注２）

（注１）第２四半期末の配当は、株式併合実施前の株式数に対して支払われます。

（注２）株式併合考慮前に換算した配当額です。

（注３）平成３０年３月期の年間配当金（株式併合考慮前）は５円となります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報  

（１）経営成績に関する説明  

当第２四半期連結累計期間、埠頭・倉庫業界は、底堅い内外需を背景に荷主企業

の収益が改善する中、荷動きにも緩やかな回復が見られましたが、人手不足を背景

にしたコスト上昇などが懸念される状況です。当社グループは競争の激化など厳し

い経営環境の中、グループ各社の連携を一層強化し、営業の拡大、経営基盤の強化、

社会的責任の向上に取り組んでまいりました。 

国内総合物流事業では、倉庫業、港湾運送業、自動車運送業、その他の業務など

全般的に貨物の取扱いが増加しました。前年度末に鹿島支店で能力を増強した穀物

加工用設備も取扱い増加に寄与し、営業収入、営業利益ともに前年同期を上回りま

した。国際物流事業では、新規貨物を集荷したことにより営業収入は拡大したもの

の、輸送費用などの増加により営業利益は前年同期を下回りました。 

以上の結果、営業収入は１６９億７千９百万円（前年同期比１０億３千６百万円、

６．５％の増収）、営業利益は１０億６千８百万円（前年同期比１億７千５百万円、

１９．７％の増益）、経常利益は１１億５千２百万円（前年同期比１億８千９百万

円、１９．７％の増益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は７億９千３百万円

（前年同期比１億５千１百万円、２３．６％の増益）となりました。 

 

   セグメントの概況は次のとおりです。 

○   国内総合物流事業  

   国内総合物流事業の営業収入は、１５６億９千８百万円（前年同期比４．７％の増

収）、営業利益１０億２千７百万円（前年同期比２１．８％の増益）となりました。  

 

≪倉 庫 業≫  

倉庫業の営業収入は、５１億９千１百万円（前年同期比１．２％の増収）となりま

した。入出庫数量は１８７万トン（前年同期１７８万トン）でした。普通倉庫貨物は、

石油化学品、大豆は増加しましたが、サイロ貨物は減少しました。輸入青果物の取扱

数量は、前年同期並みでした。アボカドが減少しましたが、主力のバナナは増加しま

した。冷蔵倉庫貨物は畜産物、水産物、冷凍食品が増加しました。  

期首の保管残高は２５万トン（前年同期２７万トン）でしたが、荷動きの回復に伴

い平均保管残高は２７万トン（前年同期２７万トン）となりました。  

 

≪港湾運送業≫  

 港湾運送業の営業収入は、３９億９千２百万円（前年同期比１０．０％の増収）と

なりました。  

 ばら積み貨物の取扱数量は、２５８万トン（前年同期２４１万トン）でした。東京

外郭環状道路など各種土木工事の進捗により建設残土の取扱いが大幅に増加したほ

か、石炭、雑穀も増加しました。コンテナ取扱数量は、１０７千ＴＥＵ（前年同期   

９２千ＴＥＵ）でした。川崎港の取扱いが大幅に増加したほか、志布志港、常陸那珂

港の取扱いも増加しました。  
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≪自動車運送業≫  

 自動車運送業の営業収入は、ジュース原料、冷凍水産物、建設残土の取扱い増加に

より２９億２千９百万円（前年同期比７．０％の増収）となりました。  

 

≪その他の業務≫  

 その他の業務の営業収入は、３５億８千５百万円（前年同期比２．４％の増収）と

なりました。輸入貨物の堅調な取扱いにより付帯する通関などの収入が増加しました。 

 

○   国際物流事業  

国際物流事業の営業収入は、１４億３千６百万円（前年同期比３１．４％の増収）、

営業利益３千６百万円（前年同期比１８．３％の減益）となりました。ロシア周辺国

向け貨物の取扱いが増加したほか、ロシア国内での通関業務、輸送業務が堅調に推移

しましたが、輸送費用などが増加し減益となりました。  

 

  

（２）財政状態に関する説明  

①全般の概況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ７億４千４百

万円増加し、３８５億８千１百万円となりました。流動資産は、現金及び預金や受

取手形及び営業未収入金の増加に伴い、４億５千７百万円増加しました。固定資産

は、株価の上昇により投資有価証券が増加したこと等で、前連結会計年度末に比べ

２億８千７百万円増加しました。 

負債は、前連結会計年度末に比べ１億７千８百万円減少し、１８７億８千２百万

円となりました。未払法人税等は増加しましたが、未払金が減少し、借入金も長期

短期合わせて４億１千９百万円減少しました。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ９億２千３百万円増加し、１９７億９千８百

万円となりました。利益剰余金が６億円、その他有価証券評価差額金が３億４百万

円増加しました。 

この結果、自己資本比率は５１．１％で前連結会計年度末比１．４ポイント上昇し

ました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度

末より、２億６千１百万円増加し、１５億４千万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、営業利益が増加となったことや、消費税

が還付となったこと等により、前年同期に比べ３億７千４百万円増加し、１８億５

千８百万円となりました。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、９億７千５百万円の純支出となりました。

資産除去債務の履行による支出が減少しましたが、固定資産の取得による支出が増

加したこと等により、前年同期に比べ２千１百万円純支出が増加しております。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、６億２千万円の純支出となりました。長

期借入金の返済による支出が増加したこと等により、前年同期に比べ１億７千２百

万円純支出が増加しております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  当社グループでは、営業活動による連結業績が概ね堅調に推移していることから、平

成２９年５月１２日の決算短信にて公表しました通期の連結業績予想につきましては、

営業収入３３０億円、営業利益１６億円、経常利益１７億円、親会社株主に帰属する当

期純利益１１億円から変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,678 1,940 

受取手形及び営業未収入金 3,744 3,912 

原材料及び貯蔵品 159 158 

前払費用 108 155 

繰延税金資産 197 211 

その他 378 346 

貸倒引当金 △0 △1 

流動資産合計 6,267 6,724 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 50,800 51,089 

減価償却累計額 △37,873 △38,311 

建物及び構築物（純額） 12,927 12,777 

機械及び装置 19,895 20,005 

減価償却累計額 △17,832 △18,029 

機械及び装置（純額） 2,062 1,976 

船舶及び車両運搬具 1,178 1,154 

減価償却累計額 △1,076 △1,070 

船舶及び車両運搬具（純額） 102 83 

工具、器具及び備品 983 984 

減価償却累計額 △869 △875 

工具、器具及び備品（純額） 114 108 

土地 8,461 8,461 

リース資産 73 79 

減価償却累計額 △31 △39 

リース資産（純額） 41 40 

建設仮勘定 67 189 

有形固定資産合計 23,777 23,638 

無形固定資産    

リース資産 － 2 

その他 319 332 

無形固定資産合計 319 334 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,811 6,250 

長期貸付金 14 12 

繰延税金資産 160 160 

その他 1,517 1,491 

貸倒引当金 △31 △32 

投資その他の資産合計 7,471 7,883 

固定資産合計 31,568 31,856 

資産合計 37,836 38,581 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 2,924 2,867 

短期借入金 6,119 5,803 

リース債務 14 16 

未払金 953 679 

未払法人税等 72 410 

設備関係支払手形 191 166 

その他 907 984 

流動負債合計 11,182 10,928 

固定負債    

長期借入金 5,694 5,590 

リース債務 27 27 

繰延税金負債 80 203 

退職給付に係る負債 1,752 1,807 

役員退職慰労引当金 21 21 

資産除去債務 61 62 

その他 140 141 

固定負債合計 7,779 7,854 

負債合計 18,961 18,782 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,260 8,260 

資本剰余金 5,181 5,181 

利益剰余金 4,089 4,690 

自己株式 △57 △57 

株主資本合計 17,475 18,075 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,401 1,705 

為替換算調整勘定 130 135 

退職給付に係る調整累計額 △196 △188 

その他の包括利益累計額合計 1,335 1,652 

非支配株主持分 64 70 

純資産合計 18,874 19,798 

負債純資産合計 37,836 38,581 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業収入 15,942 16,979 

営業原価 14,174 14,994 

営業総利益 1,768 1,984 

販売費及び一般管理費 875 916 

営業利益 892 1,068 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 73 75 

受取地代家賃 44 45 

その他 49 43 

営業外収益合計 167 165 

営業外費用    

支払利息 85 72 

持分法による投資損失 8 5 

その他 4 3 

営業外費用合計 97 81 

経常利益 962 1,152 

特別利益    

固定資産売却益 5 2 

受取補償金 57 － 

特別利益合計 63 2 

特別損失    

固定資産除却損 93 11 

特別損失合計 93 11 

税金等調整前四半期純利益 932 1,142 

法人税、住民税及び事業税 302 371 

法人税等調整額 △10 △27 

法人税等合計 291 343 

四半期純利益 640 799 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△1 6 

親会社株主に帰属する四半期純利益 641 793 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 640 799 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △19 299 

為替換算調整勘定 6 5 

退職給付に係る調整額 18 8 

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 4 

その他の包括利益合計 3 317 

四半期包括利益 644 1,116 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 645 1,111 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 5 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 932 1,142 

減価償却費 726 722 

引当金の増減額（△は減少） 0 1 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 56 67 

受取補償金 △57 － 

固定資産処分損益（△は益） 88 9 

借地権利金償却額 9 9 

受取利息及び受取配当金 △74 △76 

支払利息 85 72 

持分法による投資損益（△は益） 8 5 

売上債権の増減額（△は増加） 71 △176 

仕入債務の増減額（△は減少） △193 △52 

その他 △141 172 

小計 1,511 1,897 

利息及び配当金の受取額 85 78 

利息の支払額 △83 △70 

法人税等の支払額 △29 △46 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,484 1,858 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △400 △50 

定期預金の払戻による収入 400 50 

固定資産の取得による支出 △361 △937 

固定資産の売却による収入 5 2 

固定資産の除却による支出 △30 △22 

資産除去債務の履行による支出 △564 － 

投資有価証券の取得による支出 △6 △7 

貸付けによる支出 △269 △262 

貸付金の回収による収入 272 253 

その他 － 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △953 △975 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △38 △1 

長期借入れによる収入 850 1,100 

長期借入金の返済による支出 △1,058 △1,517 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △193 △193 

リース債務の返済による支出 △7 △8 

財務活動によるキャッシュ・フロー △448 △620 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 77 261 

現金及び現金同等物の期首残高 1,294 1,278 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,371 1,540 
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(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)
（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自　平成28年4月1日　至　平成28年9月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

売上高
外部顧客への売上高

（注） １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。
２.

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自　平成29年4月1日　至　平成29年9月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

売上高
外部顧客への売上高

（注） １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。
２.

セグメント利益 843

セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行なっております。

44 888 4 892

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

国内総合物
流事業

国際物流
事業

計

1,436 17,135

16,979

－

15,637

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

△ 148

報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

国内総合物
流事業

国際物流
事業

計
調整額
（注）1

14,935 1,007

セグメント間の内部売
上高又は振替高

計

15,942

－

14,997 1,093 16,090 △ 148 15,942

15,942

148

－

62 86

155 △ 155

1,342 16,979 －

セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行なっております。

1,068

計 15,698

セグメント利益 1,027 36 1,063 5

△ 155 16,979

報告セグメント
調整額
（注）1

セグメント間の内部売
上高又は振替高

61 93
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